
「藤野駅周辺移動円滑化基本構想」より抜粋 

特定旅客施設及び重点整備地区の概要 

ＪＲ藤野駅は旧藤野町内唯一の鉄道駅であり、一日

5,000 人以上の利用者がある。また、周辺には藤野総

合事務所の庁舎をはじめ、藤野中央公民館、県立診療

所などの公共施設や公益施設が立地するとともに、国

道、県道など主要道路が通り、交通上の結節点になっ

ている。 

ＪＲ藤野駅利用者数の推移
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ＪＲ藤野駅は、跨線橋のエレベーター設置などの移

動円滑化措置は未着手である。また、周辺地域は斜面

上に位置するため、縦断勾配の大きな道路や階段が多

い。 

 

藤野駅周辺の主要道路の一日あたりの車両通行量

は、国道 20 号において約 5,900 台（うち普通貨物車約 1,100 台）、県道棡原藤野線において約

1,800 台（うち普通貨物車約 100 台）となっており、国道 20 号の通行量の多さ（大型車の多さ）

が目立つとともに、県道棡原藤野線にも相当の交通量が見られる。県道棡原藤野線については、

沢井隧道がボトルネックとなっている。また、歩道の設置は全般に十分ではない状況となってい

る。 

 

JR 藤野駅周辺航空写真 

藤野駅 

藤野駅周辺には、通勤者が利用する駐車場が多く見

られるが、住民アンケート調査では、ＪＲ藤野駅周辺

について、利便性、安全性の問題が指摘され、送迎用

停車スペースの確保も含めた駅前広場の整備など「駅

周辺整備」の要望の声も大きい。 

 

重点整備地区はＪＲ藤野駅を中心として、中央自動

車道、国道 20 号にはさまれ、公共公益施設を含む徒

歩圏内、おおむね９ha である。 
 

 

※

 

藤野中央公民館

藤野総合事務所 

※街の一角などに設けられる小公園 



交通バリアフリー法に基づく特定経路 

 

 特定経路 準特定経路 

指定範囲 交通バリアフリー法では、重点整備地区内 同左 

定義 特定旅客施設と官公庁施設、福祉施設等、高齢者や
身体に障害をもつ人が利用する施設との間の徒歩経
路 

特定経路に準ずる徒歩経路 

趣旨 特に移動円滑化が必要と考えられる交通施設（道路、
駅前広場、通路等）について、一定の位置づけを行
うことにより、関係者の総意を得て迅速（平成 22 年
目標）な移動円滑化を図ろうとするもの 

一定の交通バリアの除去を図ると
ともに、将来的な道路特定事業や
特定交通安全事業の施行者の協力
を要請する 

特定事業との
関係 

道路特定事業や特定交通安全事業を実施する主体の
定める各事業計画に反映される必要あり 

同各事業計画に反映されることが
望ましい 

移動円滑化基
準との関係 

適合するよう実施 規定なし 

指定経路 ＪＲ藤野駅→市道藤野駅藤中→県道棡原藤野線→市
道藤野町役場→藤野総合事務所に至る経路 

ＪＲ藤野駅（特定旅客施設）から
県立藤野診療所など主要施設に至
るものの、勾配の点から移動円滑
化基準に適合できない部分および
これに接続する部分を併せて指定

主要な移動円
滑化方策 

・ 「市道藤野駅藤中」から藤野駅改札レベルまでの
法面沿いにスロープ（幅員２～３ｍ、勾配５％
以下）を設置 

・ 「市道藤野駅藤中」に歩行者用道路を設置 

・ 「県道棡原藤野線」の勾配緩和のため、町有地を
利用 

・ 歩車分離を図る 

 

 



事業の概要 

基本構想の目標年次を平成 22 年（2010 年）とし実施に努める。 

 

公共交通特定事業 道路特定事業 その他の事業

鉄道事業者 バス事業者 

道路（歩道） 案内表示 

交通安全 

特定事業 

駅前広場 

・エレベーター
の設置 

・車両とプラッ
トホームの
間の段差解
消 

・身体障害者用
トイレの新
設・改良 

・駅員呼出し用
のインター
ホンの設置 

・出改札カウン
ターの改良 

・点字配置案内
板の新設 

・視覚障害者用
誘導ブロッ
クの設置 

・駅員等のバリ
アフリー教
育、研修の実
施 

・身障者用優先
席の設置 

・乗務員等のバ
リアフリー
教育、研修の
実施 

・バス車内にお
ける公共施
設音声案内 

・聴覚障害者用
電光掲示板
の設置 

・町営バスとの
連携による
公共交通手
段の確保 

・駅改札レベル
との段差を
解消するス
ロープの設
置 

・幅員の確保、
段差や勾配
の改善 

・視覚障害者用
誘導ブロッ
ク等の整備 

・道路側溝等の
溝蓋（グレー
チング）の改
良 

・滑りにくい舗
装材の活用 

・連続して平坦
な舗装面の
整備 

・公共施設や身
体障害者用
トイレの位
置、バリアフ
リー化され
た経路を示
す案内板等
の設置 

・歩行者用道路、
横断歩道等
の道路標識
や道路標示
は、見やす
く、分かりや
すい標識の
設置の検討 

・特定旅客施設
と特定経路
の結節点と
しての機能
を十分発揮
できるよう
駅前広場全
体の整備 

・歩行空間の幅
員や連続し
た平坦性の
確保、段差や
車両乗り入
れ口などの
急勾配の解
消 

・特定経路を示
す案内板等
の設置 

・既存のバス停
等の上屋や
ベンチの設
置 

 

 


